
Ｎ０．２７０ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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交通事故死ゼロ３，０００日を達成

３，５００日の目標に向け

総 決 起 大 会

－１月１７日・アルサスー

２
～
３

む
ら
の
話
題

４
～
已

教
育
だ
よ
り

已
～
フ

保
健
婦
だ
よ
り

８
～
９

国
保
の
し
お
り

出
稼
ぎ
現
地
の

み
な
さ
ん

１０
～
１１

交
母
だ
よ
り

蝗
～
諂

あ
し
ら
世

帽
～
恬

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

粍

戸
籍
の
窓
口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

吝
ミ
事
故
萼

晁

づ
Ｏ
Ｏ
日
を
達
成

新
た
な
目
標
に
向
け
総
決
起
大
会

佐
井
村
で
は
、
悲
惨
な
交
通

事
故
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た

め
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

の
も
と
に
、
交
通
安
全
運
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
七

日
に
発
生
し
た
死
亡
事
故
以
降
、

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
を
継
続

し
、
去
る
一
月
十
二
日
を
も
っ

て
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
三
、
〇

〇
〇
日
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
記
録
は
、
県
内
で
は
相

馬
村
、
小
泊
村
、
風
間
浦
村
に

次

い
で
四
位
の
記
録
と
な
り
ま

す
。一
月
十
七
囗
、
こ
の
目
標
達

成
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
、
さ
ら
に

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
三
、
五
〇
〇

日
を
新
た
な
目
標
と
し
て
、
よ

り
一
層
の
交
通
安
全
運
動
を
実

践
し
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る

い
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

▲達成期日に発表

▲表彰を受けたみなさん

（
表

彰

受

賞

団

体

）

▼
大
間
警
察
署
長
・
大
間
地
区

交
通
安
全
恊
会
長
連
名
表
彰

佐
井
村
／
大
間
地
区
交
通
安

全
協
会
佐
井
支
部
／
佐
井
村
交

通
安
全
母
の
会
／

大
間
地
区
交

通
指
導
隊
佐
井
支
隊

▼
佐
井
村
長
・
佐
井
村
交
通
安

全
対
策
協
議
会
長
連
名
表
彰

佐
井
中
学
校
／
佐
井
小
学
校

／
原
田
小
学
校
／
磯
谷
小
中
学

校
／
長
後
小
中
学
校
／
福
浦
小
・

中
学
校
／
牛
滝
小
中
学
校
／
佐

井
村
保
育
所
／
細
川
建
設
㈱
／

㈱
工
藤
建
設
工
業
／
㈱
竹
本
建

設
／

㈲
高
久
建
設
／
宮
川
建
設

工
業
所
／
佐
井
村
漁
業
協
同
組

合
／
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
／
佐
井

村
婦
人
会

防
火
へ

の
誓
い
を
新
た
に

＝
佐
井
村
消
防
団
出
初
式
＝

新
春
恆
例
の
佐
井
村
消
防
団

出
初
式

が
一
月
三
日
、
大
佐
井

仲
町
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
、

団
員
一
同

が
防
火
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
原
田
か
ら
牛
滝
ま

で
の
八
分
団
か
ら
、
約
一
九
〇

名

の
団
員
が
出
動
。
各
分
団
ご

と
に
整
列
す
る
中
で
、
消
防
団

長
、
村
長
ら
の
観
閲
を
受
け
た

あ
と
、
ま
と
い
部
隊
を
先
頭
に

堂
々
の
分
列
行
進
を
披
露
し
ま

し
た
。
続
い
て
消
防
団
長
の
年
頭
の

辞
、
村
長
の
訓
示
、
議
会
議
長
、

大
間
警
察
署
長
の
祝
辞
を
受
け

た
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
今
年

一
年
の
無
火
災
を
願
い
、
万
歳

三
唱
を
し
て
出
初
式
を
終
了
し

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

人員・服装点検

分列行進



： 大 会 宣 言

我々は、交通事故死ゼロ
３，０００日達成記念大会にあた
り、改めて人命が何ものにも
まさる尊いものであることを
自覚し、交通事故のない平和

な家庭と村づくりを実施する
ために、交通事故死 ゼロ
３，５００日達成を目標とし、決
意を新たに次のことを率先実
行することを誓います。

廴。子ども老人の安全確保
１．暴走、飲酒運転の追放
１．シートベルト及びヘル
メットの着用
１．若年運転者による死亡等
重大事故抑止対策の推進
以上宣言します。
平成４年１月１７日

佐 井 村
佐井村交通安全対策協議会

▲記念アトラクション

▲大会宣言を読みあげる太田会長

総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大
会
は
、
青
森
県
知
事
、
県

警
察
本
部
長
け
じ
め
、
大
勢
の

来
賓
の
ほ
か
、
多
く
の
村
民
が

参
加
し
て
、
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ

い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
交
通

事
故
の
な
い
平
和
な
家
庭
と
村

づ
く
り
に
向
け
、
村
民
総
ぐ
る

み
で
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組

む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
に
対
す
る

功
労
を
た
た
え
、
各
団
体
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、

上
記
の
大
会
宣
言
を
読
み
あ
げ
、

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
三
、
五
〇
〇

囗
達
成
と
い
う
新
た
な
目
標
に

向
け
、
交
通
安
全
を
率
先
実
行

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

▲機械器具点検

休井村消防団長表氈

卜 精 勤 章

第 一 分 団 団 員 竹 内 芳 規

ク ク 樋 口 鋭

第 二 分 団 々 中 村 勇 幸

々 ク 宮 川 鉄 也

第 三 分 団 々 佐 藤 信 夫

第 四 分 団 班 長 横 浜 昭彦

ク 々 館 脇 勝 義

第 五 分 団 団 員 横 浜 武

ク ク 田 中 勝 年

第 六 分 団 々 大 石 貴

第 七 分 団 々 田 中 均

第 八 分 団 ク 中 西 洋一

全日本キックボクシング連盟認定

ライト 級 チャンピ オン

かオ⊃ たに のぼる
川 谷 昇

選 手を

応 援 し よ う ／

新春の１月４日、全日本キックボ

クシング連盟認定ライト級チャンピ

オン川谷昇選手 ＯＩＩ目出身・本名川

谷新二）が役場を表敬訪問し、今後

の活躍を讐いました。

川谷選手は、昨年の７月１４日、後

楽園ホールでのタイトルマッチで、

見事にチャンピオンに輝いたもの

で、１９８６年のデビュー以来、２１戦１３

勝６敗２分の成績です。

将来はｗＫＡ世界選へ向けて頑張

りたいと話す川谷選手に、故郷のみ

なさんの応援をよろしくお願いしま

す。

＜川谷昇選手の連絡先＞

〒１２５東京都葛飾区東金町２ノ３２ノ

１６ ㈱金町コーポレーション

００３（３６０８）６４２７



赦
育
だ
よ
う

「
美
女
は
薄
命
か
」

佐
井
村
学
校
憚
健
会
会
長

原
田
小
学
校
長

工

藤

正

任

け
じ
め
に
、
美
女
の
概
念
規

定
で
あ
る
が
、
国
語
大
辞
典
に

よ
れ
ば
、
美
女
と
は
美
し
い
女

性
‡

醜
女
で
あ
る
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
古
今
東
西
の
代

表
的
な
美
女

の
モ

デ
ル
漾
は
如

何
に
と
紐
と
い
て
み
れ
ば
。

①

ク
レ
オ
パ
ト
ラ

古
来
、
そ
の
艶
や
か
な
美
貌

で
教
養
が
あ
り
、
才
知
に
だ
け

だ
権
勢
欲
の
強
い
女
性
で
あ
り
、

ロ
ー
マ
の
最
高
権
力
者
ア
ン
ト

ニ

ウ
ス
と
結
婚

（
三
回
目
）
、

Ｂ
Ｃ
三
一
年
ア
ク
テ
ィ
ウ
ム
海

戦
で
囚
虜
と
な
り
、
凱
施
式
で

引
き
回
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

－

毒
蛇
に
乳
房
を
噛
ま
せ
て
自
殺

し
て
い
る
。

「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
鼻
が
低

か
っ
た
ら
情
勢
に
変
化
も
あ
っ

た
と
か
」

②

楊
紀
妃

七
四
四
年
、
中
国
、唐
の
玄
宗

皇
帝
の
愛
妃
、
武
恵
妃
の
死
後
、

す
ぐ
後
妻
と
し
て
寵
愛
を
受
け
、

豊
満
な
美
女
で
歌
舞
に
長
じ
、

と
て
も
聡
明
で
あ
っ
た
。
安
禄

山
の
反
乱
で
皇
帝
と
蜀
へ
落
ち

延
び
る
途
中
、
楊
国
忠
と
共
に

Ｉ

馬
竄
坡
で
敵
兵
に
よ
り
惨
殺
。

皇
帝
と
楊
貴
妃
の
恋
物
語
「
長

恨
歌
」
は
有
名
で
あ
る
。

②

小
野
小
町

平
安
前
期
の
女
流
歌
人
。「
玉

造
小
町
壮
哀
記
」
に
よ
れ
ば
天

成
の
美
女
で
栄
華
を
尽
く
し
王

妃
と
望
ん
だ
貴
公
子
の
求
婚
を

断
わ
り
、
零
落
し
て
猟
師
に
嫁

し
、
父
子
に
死
別
し
て
天
涯
孤

独
の
乞
食
と
な
り
、
神
仏
に
救

い
を
求
め
た
と
い
う
。

「
う
た
た
ね
に
恋
し
き
人
を

見
て
し
よ
り
、
夢
て
ふ
も
の
は

頼
み
そ
め
て
き
」
と
哀
歌
の
こ

も
っ
た
浪
漫
派
的
な
歌
を
詠
ん

で
い
た
教
養
の
あ
る
女
性
。

④

女
子
大
生

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
、
飽
食
時
代
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
。
「
そ
れ
で
も
あ

な
た
は
や
せ
ま
す
か
」
の
感
想

で
あ
る
。

花
の
女
子
大
一
万
人
中
、
九

八
％
は
、
ス
リ
ム
ア
イ
ド
ル
歌

手
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
を

歌
う
工
藤
静
香
（
小
生
の
娘
で

あ
り
ま
せ
ん
）
を
美
女
と
し
て

志
向
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

美
女
の
条
件
は
、
ス
タ
イ
ル

が
よ
く
、
綺
麗
で
、
可
愛
ら
し

く
、
恰
好
よ
く
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
が
、
独
身
男
性
は

美
女
の
対
象
と
し
ま
す
か
。

女
子
大
生
の
美
女
へ
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
身
長
一
六
三
ｍ
以
上
、

体
重
四
七
㎏
以
下
で
あ
り
、
そ

第
１６
回
全
国
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

コ
ン
ク
ー
ル
で
図
画
部
門
優
秀
賞
戸・

牛
滝
小
二
年

竹

内

信

子
さ
ん

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

が
主
催
す
る
、
第
十
六
回
全
国

「

ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

コ
ン
ク
ー
ル
の
図
画
部
門
で
、

牛
滝
小
二
年
の
竹
内
信
子

さ
ん

が
、
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

先
立
ち
、
第
十
回
青
森
県
「
ご

は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
コ
ク

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
図
画
部

門
で
入
賞
者
が
続
出
。
先
生
や

父
母
も
大
喜

び
で
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
十
回
青
森
県

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

コ
ン
ク
ー
ル
（
図
画
部
門
）

・
特
別
賞

（
信
連
会
長
賞
）

牛
滝
小
二

竹
内
か
お
り
さ
ん

（
経
済
連
会
長
賞
）

牛
滝
小
一

坂
井
健
人
く
ん

（
共
済
連
会
長
賞
）

牛
滝
小
二

竹
内
信
子

さ
ん

・
優
秀
賞

牛
滝
小
一

宮
部
正
徳
く
ん

牛
滝
小
二

船
越
幸
子
さ
ん



の
た
め
に
一
日
の
食
生
活
摂
取

量
『

二
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
を
忘

れ
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
ス
、
化
粧
品
へ
と
美
へ

の
追
究
が
旺
盛
で
あ
る
。

ス
リ
ム
に
な
り
た
い
願
望
か

ら
食
生
活

に
も
涙

ぐ
ま
し
い
努

力
を
し
て
い
る
一
例
と
し
て
、

朝
食
＝
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

お
茶
、
お
に
ぎ
り
一
個

昼
食
＝
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
錠
剤
一
個

夜
食
＝
絶
食
か
ガ
ム

ー
個

後
遺
症
と
し
て
、
貧
血
、
目

眩
、
脱
毛
、
骨
折
、
拒
食
症
等
、

最
後
は
心
不
全
で
青
春
時
代
に

別
れ
を
告
げ
て

い
る
。

・
結
婚
の
男
性
懽
は
三
Ｋ

崔
容
姿
＝
身
長
１７５
ｍ
以
上
や
せ

訛
学
歴
＝
一
流
国
立
大
学
卒
業

訊
年
収
＝
壱
千
万
円
也

さ
て
、
三
美
女
に
つ
い
て
の

規
定
は
、
そ
の
時
代
の
推
移
に

よ
っ
て
感
覚
的
に
も
異

な
る
評

価
は
あ
る
に
し
て
も
、
美
女
の

共
通
点
は
何
か
と
要
約
す
れ
ば

一
、
男
性
遍
歴
が
激
し
い
。

二
、
才
知
に
優
れ
て
い
る
。

三
、
権
力
志
向
を
め
ざ
す
。

四
、
浮
気
心
に
研
究
心
あ
り

五
、
人
生
の
終
末
哀
れ
な
り

次

に
、
女
子
大
生
の
美
人
像

諍
香
や
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
乃

優
れ
た
頭
脳
は
、
現
代
科
学
技

術
の
進
歩
で
遺
伝
子
操
作
で
可

能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

も
し
、
画
一
的
な
静
香
が
誕

生
し
た
ら
個
性
味
が
な
く
、
逆

に
醜
女
が
稀
少
価
値
と
し
て
美

女
の
対
象
と
な
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に
、
美
女
の
概
念
は

外
観
の
美
し
さ
で
な
く
、
内
面

的
美
し
さ
で
あ
り
、
妻
帯
者
よ

自
分
に
な
い
個
性
が
妻
に
あ
り

化
粧
し
な
い
妻
ほ
ど
美
し
い
。

寝
顔
が
お
釈
加
様
か
鬼
神
に

見
え
る
か
は
愛
の
絆
に
他
な
ら

な
く
、
夫
婦
善
哉
の
由
来
を
考

え
て
妻
に
感
謝
し
よ
う
。

平 成 ４ 年 度

佐井村奨学生を募集しています

・受付期限－４月３０日まで
・申 込 先一教育委員会総務課

Ｏ３８－４５０６・４５０７

・・・第１５回・・・
佐井村ナイター卓球大会

（
１２
月
１６
日
現
在
）

営

林

署

５
勝
Ｏ
敗

く
う
ね
る
あ
そ
ぶ

４
勝
１
敗

フ

ァ

ミ

リ

ー

４
勝
１
敗

ラ

ブ
’
オ

ー

ル

４
勝
１
敗

海

峡

ロ

マ

ン

４
勝

―
敗

役

場

３
勝
３
敗

花

の

中

年

１
勝
１
敗

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

３
勝
２
敗

ア
ル

ザ
ス
チ
ー
ム

２
勝
３
敗

チ

ー

ム

ー

Ｓ

Ｉ
勝
３
敗

ふ

っ

こ

き

１

ず

１
勝
５
敗

中
道
ひ
ょ
う
き
ん
族

１
勝
５
敗

ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
ー

Ｏ
排
６
牧

第
３
回
「
Ｍ
Ｏ
Ａ
全
国
児
童
作
品
展
」

児
童
画
の
部
で
「
銀
賞
」
戸・

牛
滝
小
一
年

宮

部

正

徳
く
ん

昨
年
、
第

一
回
Ｍ
Ｏ
Ａ

青
森
県
児
童

作
品
展
で
、

青
森
県
知
事

賞
に
輝

い
た

「
タ
イ
ヤ
と

び
」

と
題
し

た
宮
部
正
徳

く
ん
の
作
品
が
、
こ
の
た
び
の

全
国
展
で
見
事

。銀
賞
”
に
入

賞
し
、
県
展
に
続
く
受
賞
に
、

先
生
や
父
母
も
大
喜
こ
び
。
宮

部
正
徳
く
ん
も
満
面
笑
顔
で
喜

こ
ん
で
い
ま
し
た
。



保健婦だより

ボケに
ならない
た め に

こころの健康

パート２

成人病予防週
間

（２月１～７日）

１日出 健康相談日

１５日出

｜

受付時間

２９日出 午前９時～１２時

場所 役場・健康相談室

電話での健康相談も受付します

ので、お気軽にご利用してくだ

さい。

１９日（水） リハビリ教室

場所 アルザスしおさいホール

時間 午後１時～３時

２４日（月） 乳児、三才児検診

場所 役場和室

時間 午後１２時３０分～

午後３時

対象

（乳児） 平成３年１０月生

平成３年７月生

平成３年２月～４月生

（三歳児）昭和６３年７月～９月生

２８日（金） 牛滝地区看護教室・食

生活講習会

場所 牛滝生活改善センター

場所 午前１０時～午後２時

●
は
じ
め
に

去
る
十
二
月
十
日
ア
ル

ザ
ス
・
Ｐ
Ｒ
広
場
に
お
い
て
、
「
ボ
ケ
と
つ
き
あ
う
」
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
約
一
二
〇
笆
の
出
席
者
が
あ
り
、
ボ
ヶ
匚
対
す
る
村
民
の
強
い
関
㈲
づ
っ
か
が
わ
れ
ま
す
。

ボ
ヶ
の
問
題
は
、
自
立
し
た
人
で
な
く
な
る
と
い
う
恐
怖
心
、
周
囲
に
対
し
て
み
っ
と
も
な
い
と
い
う

恥
ず
か
し
さ
、
な
ど
の
感
情
的
問
題
や
社
会
的
偏
見
と
も
か
ら
ん
で
、
で
き
れ
ば
、
知
ら
な
い
ふ
り
を

し
た
い
事
柄
で
し
ょ
う
が
、
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
す
。

最
近
で
は
、
老
人
ボ
ヶ
に
関
す
る
本
七
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
世
間
の
関
心
も
高
よ
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ボ
ヶ
の
お
と
し
よ
り
匚
対
す
る
専
門
的
医
療
や
介
護
の
方
法
は
、
ま
だ
、
そ
れ
ほ
ど
一
般

的
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

お
と
し
ょ
っ

ぱ
、
一
人
ひ
と
り
違
う
人
柄
で
あ
る
よ
う
匚
、
ボ
ヶ
の
状
態
も
違
っ
て
い
け
ず
。
家
庭

環
境
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
中
で
、
お
と
し
よ
り
に
合
っ
た
介
護
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
試
み
て
い

る
家
族
の
苦
労
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

明
日
は
我
が
身
で
な
い
と
い
い
切
れ
ま
せ
ん
。

「
い
か
に
ボ
ヶ
を
防
ぎ
、
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
か
Ｌ
を
考
え
こ
み
ま
し
ょ
う
。

●
ボ
ケ
を
正
し
く
理
解

①
「
も
の

忘

れ

」
と

［
ボ
ヶ

］
の

見
分
け
方

ボ
ヶ

が
進
行
す
る
と
、
「
い

ま
な
ん
時
ご
ろ
か
」
「
朝
か
、

昼
か
、
夜
か
」
と
い
う
時
間
に

つ
い
て
の
見
当
が
っ
か
な
く
な

っ
た
り
、
「
い
ま
自
分
の
住
ん

で
い
る
家
は
ど
こ
か
」
と
い
う

場
所
に
つ
い
て
の
認
識
、
「
家

族
や
日
ご
ろ
会
っ
て
い
る
知
人

が
だ
れ
か
」
と
い
う
人
物
に
つ

い
て
の
認
識
が
失
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
失
見
当
（
見
当
識
障

害
）
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
有

無
が
、
と
し
相
応
の

。
も
の
忘

れ
”
な
の
か
ボ
ケ
老
人
で
あ
る

か
を
決
め
る
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

で
す
。（
表
１
）

（表１）健康老人の も゙の忘 れ。とボヶ（痴呆 ）の違い

健康老人のもの忘 れ ボ ヶ（痴呆）

原 因 生理的老化 脳の病気

体験の記録

置き忘 れや名前を思い出せ

ないなど体験の一部分 を忘

れる。

体験の全部を忘 れる。

本人の自覚 忘 れっぽいことを自覚して

いる。

自覚しない。

進 行 度

もの忘 れの回数はふえても

判断力や理解力はしっかり

している。

進行するともの忘れだけで

なく判断力や理解力の低下

までおこす。

問 題 行 動 ない。
はいかい、叫声、不潔行為

などがみられる。

失 見 当 ない。 ある。

日 常 生 活 支障はない。
困難になり、介護が必要と

なる。

人 柄 変わらない。 変わる。



⑧
あ
な
た
は

と
右
ら
の
タ
イ
プ

③

ボ

ケ

の

チ

ェ

ッ

ク

を

ボ
ケ
も
、
が
ん
、
成
人
病
と

同
じ
よ
う
に
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
肝
心
で
す
。

少
し
で
も
ボ
ヶ

の
兆
候
が
あ

ら
わ
れ
た
ら
、
ま
ず
（
精
神
科
）

専
門
医
の
診
療
を
う
け
て
く
だ

さ
い
。
ボ
ケ
の
原
因
さ
え

わ
か

れ
ば
治
療
と
介
護
の
方
針
が
た

て
ら
れ
ま
す
。
適
切
な
治
療
に

よ
り
な
お
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
し
、
ま
た
完
治
は
ム
リ
で
も
、

治
療
と
介
護
の
し
か
た
に
よ
っ

て
は
、
症
状
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
ボ
ケ
の
進
行
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
す
。

家
庭
で
も
簡
単
に
ボ
ケ
度
の

チ
ェ
ヨ
ク
（
痴
呆
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
ニ
ア
ス
ト
）
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ボ
ケ
の
兆

候
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
一
度

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。（
表
２
）

次
回
、
三
月
号
で
は
、
介
護

の
実
際
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば

お
金
が
な
く
な
っ
た
、
食
べ
て

い
な
い
、
夜
眠
ら
な
い
、
歩
き

ま
わ
る
な
ど
の
問
題
行
動
に
対

し
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を

具
体
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア こんなタイプがボケやすい

イ こんなタイプがボケにくい

（表２）国立精研式痴呆スクリーニング・テスト



国
保
の
し

お
り

保

険

税

を

滞

納

す

る

と

み

ん

な

が

困

り

ま

す

国
保
加
入
者
匚
は
保
険
税
を
納
め
る
義
務
が
あ
つ
ま
ず
。

″
自
分
一
人
ぐ
ら
い
…
…
々
と
誰
も
が
保
険
税
を
納
め
な
く
な

る
と
、
国
保
は
重
要
な
財
源
を
失
い
、
運
営
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

国
保
の
給
付
が
な
く
な
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
匚
み
な
さ
ん

自
身
が
困
る
ご
と
に
な
る
の
で
す
。

「

保

険

税

を

長

期
滞

納
し
て

い
る
と

こ

ん

な

処

分

が

／
’」

①

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
う
。

②

①
に
よ

り
、
医
療
費
が

Ｉ

旦
全
額
自
己
負
担
に
な
る
。

③

国
保
の
給
付
が
差
し
止
め

④

財
産
差
し
押
え
な
ど
の
処

分
を
受
け
る
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

医 療 費 の状 況

〔１０月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数 １，８７８人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 １８ ３２８ ５，８２４，８８０ ３２３，６０４ ３，１０２

人 院 外 ７９２１，６１４１０，７７１，７６０ １３，６０１ ５，７３６

歯 科 １３１ ３４６ １，７９９，５４０ １３，７３７ ９５８

薬剤の支給 ６９１０５回 ５４２，４９０ ７，８６２ ２８９

計 １，０１０２，３９３１８，９３８，６７０ １８，７５１ １０，０８４

退職者医療 加入件数 ５７人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

入 院 １ ３１ ３７２，８４０ ３７２，８４０ ６，５４１

入 院 外 ３０ ６３ ５４９，８４０ １８，３２８ ９，６４６

歯 科 ８ １９ １３４，９１０ １６，８６４ ２，３６７

薬剤の支給 ３ ６回 １６，５８０ ５，５２７ ２９１

計 ４２ １１９ １，０７４，１７０ ２５，５７５ １８，８４５

老人医療 対象者数 ４６１人

区 分 件数 日数 医 療 費 刊牛当医療費 一人当医療費

人 院 ２０ ３８３ ５，７８０，８１０ ２８９，０４１ １２，５４０

人 院 外 ４３７１，１４０１０，４０８，１３４ ２３，８１７ ２２，５７７

歯 科 ２２ ４９ ３９２，７９０ １７，８５４ ８５２

薬剤の支給 ４８ ８２回 ６０６，３７０ １２，６３３ １，３１５

施設療養費 ２ ６２ ４５３，５４０ ２２６，７７０ ９８４

計 ５２９１，７１６１７，６４１，６４４ ３３，３４９ ３８，２６８

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
竹
匸
、
仕
事
匚
励
ん
で
お
う
竹
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
銛
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
匸
の
情
報
・
お
便
り
・
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会

定
期
大
会
・
激
励
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

一
月
五
日
、
新
春
恆
例
の
佐

井
村
季
節
労
務
者
協
議
会
主
催

に
よ
る

。
安
全
祈
願
祭
”
が
箭

根
森
八
幡
宮
で
厳
か
に
行
わ
れ

続
い
て
第
二
十
七
回
定
期
大
会

及
び
村
主
催
の
激
励
懇
談
会

が

ア
ル
ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
平
成
三
年
度
の

活
動
経
過
報
告
、
収
支
決
算
報

告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
五
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定
め
た
本
年
度

運
動
方
針
案
を
決
定
し
、
雇
用

関
係
及
び
外
国
人
労
働
者
問
題

が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
処
し
、

労
働
者
と
し
て
の
権
利
と
生
活

を
守
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層

の
団
結
を
強
め
る
こ
と
を
決
意

し
、
万
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
激
励
懇
談
会
で
は
、
佐
井
村



健
康
情
報

⑧

「
お

茶

を

考

え

る

」
＝
お
茶
の
成
分
と
効
果
＝

口

茶

の

生

理

作

用

一
杯
の
茶
の
飲
用
は
、
生
活

に
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え

る
。
そ
う
し
た
気
分
を
も
た
ら

す
の
は
、
茶
に
貪
ま
れ
て
い
る

カ
フ
ェ
イ
ン
の
作
用
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
カ
フ
ェ
イ
ン

に
は
覚
醒
、
興
奮
、
強
心
、
利

尿
な
ど
の
作
用
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
働
き
で
、
茶
を
飲
用
す
る

と
精
神
活
動
が
亢
進
し
、
気
分

を
さ
わ
や
か
に
す
る
。

一
時
期
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
発

が
ん
性
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
実
験
で

否
定
さ
れ
た
。

回

茶

と

が

ん

予

防

が
ん
予
防
効
果
は
、
茶
の
生

産
地
で
あ
る
静
岡
県
下
に
お
い

て
調
査
し
た
結
果
、
静
岡
県
内

７５
町
村
別
の
胃
が
ん
に
よ
る
標

準
化
死
亡
比
は
、
そ
の
地
域
の

緑
茶
生
産
量
と
関
係
が
あ
り
、

緑
茶
生
産
地
に
胃
が
ん
の
少
な

い
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
緑
茶

生
産
地
の
住
民
は
、
毎
日
、
緑

茶
を
飲
み
、
そ
れ
も
茶
葉
を
ひ

ん
ぱ
ん
に
と
り
か
え
、
や
や
濃

い
め
の
も
の
を
よ
く
飲
ん
で
お

り
、
茶
以
外
の
食
品
で
は
、
他

地
域
と
比
較
し
て
多
種
類
の
野

菜
、
具
を
豊
富
に
入
れ
た
み
そ

汁
な
ど
、
多
様
な
食
品
を
摂
取

し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
毎
日
緑
茶
を
よ
く
飲
む
こ
と

が
、
が
ん
の
予
防
に
よ
い
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

③

茶

と

肥

満

予

防

中
国
茶
は

。健
康
飲
料
”
と

り
わ
け

。
や
せ
る
お
茶
”
と
い

う
こ
と
で
、
若
い
女
性
な
ど
の

あ
い
だ
に
一
時
大
変
な
ブ
ー
ム

呼
ん
だ
。
し
か
し
、
健
康
的
な

飲
み
も
の
と
い
う
点
は
別
に
し

て
、
や
せ
る
効
能
に
つ
い
て
は

十
分
な
学
術
的
な
根
拠
は
な
い
。

圓

茶

と

虫

歯

予

防

茶
葉
に
は
フ
ッ
素
が
高
濃
度

に
あ
り
、
茶
葉
中
の
フ
ッ
素
は

熱
湯
で
浸
出
さ
れ
る
の
で
、
茶

の
飲
用
に
よ
り
か
な
り
の
フ
ッ

素
を
摂
取
す
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ッ
素
は
、
虫
歯
の
発
生
を

予
防
す
る
効
果

が
あ
る
。
緑
茶

の
飲
用
に
よ
る
虫
歯
予
防
効
果

を
、
九
州
地
方
の
小
学
校
児
童

に
つ
い
て
五
年
間
に
わ
た
っ
て

行
っ
た
研
究
に
よ
る
と
、
虫
歯

に
か
が
ら
な
か
っ
た
割
合
が
２０

％

程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

フ
ッ
素
の
作
用
以
外
に
も
、

ダ
ン

ケ
犬

殺
菌
作
用
を
も
つ
）

や
サ
ポ
ニ
ン
（
洗
浄
作
用
を
も

つ
）
な
ど
の
成
分
の
作
用
、
そ

し
て
歯
の
間
に
た
ま
っ
た
食
べ

も
の
か
す
を
洗
い
流
す
作
用

が

あ
る
。

保
健
協
力
員
（
会
長

島
野
房

子
）
に
よ
る
健
康
劇
を
観
覧
し
、

日
常
の
食
生
活

の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

健
康
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
井
村
出

稼
留
守
家
族
主
婦
の
会
の
み
な

さ
ん
が
、
日
頃
家
族
の
た
め
に

一
生
懸
命
働
い
て
い
る
お
父
さ

ん
方
へ
、
心
を
こ
め
て
作
っ
た

手
料
理
と
、
踊
り
を
披
露
し
、

参
加
者
か
ら
拍
手
喝
禾
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

出
稼
ぎ
労
働
者
の
方
々
も
、

カ
ラ
オ
ケ
や
働
き
先
の
話
題
な

ど
話
に
花
が
咲
き
、
仲
間
同
士

の
交
流
を
深
め
、
次
の
再
会
を

誓
い
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

２
月
の
失
業
認
定
日
程



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

新
し
い
年
に
寄
せ
て

大
間
警
察
署
長

中

村

征

護

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
佐

井
村
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
度
は
、
「
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
囗
三
、
〇
〇
〇
日
達

成
」
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
交
通
事
故
防
止
に
携
わ

る
一
人
と
し
て
、
ご
圜
愛
に
た

え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
、
交

通
安
全
活
動
や
防
犯
活
動
等
の

警
察
業
務
全
般
に
わ
た
り
、
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
旧
年
中
は
、
大
き

な
事
件
・
事
故
も
な
く
、
警
察

署
長
と
し
て
の
職
責
を
全
う
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
佐
井
村
交
通
安
全
母
の

会
の
皆
様
に
は
、
交
通
事
故
防

止
活
動
に
格
段
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
昨
年
は
大
間

警
察
署
管
内
で
一
件
も
交
通
死

亡
事
故
が
な
く
、
一
月
十
日
に

は
、
大
間
警
察
署
管
内
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
五
〇
〇
日
を
達
成

し
、
警
察
本
部
長
表
彰
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
皆
様
方
の
ご
活

躍
を
思
い
出
し
て
み
ま
す
と
、

昨
年
九
月
に
は
「
み
ん
な
で
す

す
め
る
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
」
の
歓
迎
、
そ
し
て
年

間
を
通
じ
て
の
「
各
種
交
通
安

全
運
動
」
、
さ
ら
に
は
前
述
の

「
佐
井
村
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
日
三
、
〇
〇
〇
日
達
成
」
に

向
け
て
の
交
通
事
故
防
止
活
動

等
、
平
素
の
活
動
に
加
え
て
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
ぎ
、
松

谷
会
長
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様

に
と
っ
て
多
忙
な
一
年
で
あ
り
、

ま
た
実
り
あ
っ
た
一
年
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
当
然
の
結
果
と
し
ま
し

て
、
昨
年
は
十
一
月
の
交
通
安

全
県
民
大
会
に
お
い
て
、
松
谷

会
長
と
斉
藤
副
会
長
が
、
交
通

２ 。１１ヨ現 在

交通事故死ゼ囗

３

，

０２０
日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

き
ょ
う
も
一
日

窰

ル
ー
ル
壽

っ
ｔ

よ
￥

２

し
冫
怱

ｆ
、く
Ｓ

竹
内

由

香

理

｀
ピ
ーｒ

鷺
一

蠹

」を
｀
こ
し
ぶ

ら
冱

も
う
お
そ
い
／

竹

内

繻

子

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成３年） 青森県交通対策協議会

１２月 累計 死

者

の

う

ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ２４

発

生

６８０

㈲７）

７，６２５

（７，７２８）
シ
ｆ

卜

ベ
ル
ト

着 用 義 務 者

（着けなければならない人）
６６

死

者

１２

巾 ）

１３６

（１３６）

非 着 用 者

（着 け て い な かっ た 人）
５６

傷

者

８１３

（７９５）

９，２９０

（９，４８３）

う ち、 着 け て い れ ば

助 かっ たと思 わ れる人
１４

（ ）内は前年。累計は１月から
平成３年中の交通死亡事故の主な特徴

◆１１月に多発した。 ◆高齢者の死者（とくに歩行中）が多かった。
◆若年運転者による死亡事故が多発した。 ◆夜間の死亡事故が多発した。

◆自動車乗車中の死者が増加し、シートベルト非着用の死者が非常に多かった。

シートベルト しめる心が 身を守る



安
全
功
労
者
と
し
て
の
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ

の
こ
と
は
、
お
二
人
の
交
通
安

全
に
か
け
る
熱
意
と
努
力
、
さ

ら
に
は
松
谷
会
長
を
中
心
と
し

た
佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
の

方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
活
動

が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。こ
の
こ
と
は
、
ご
本
人
及
び

会
員
の
皆
様
は
と
も
よ
り
、
村

民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
大
き
な

誇
り
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
交
通
情
勢
を

み
ま
す
と
、
全
国
の
交
通
事
故

死
者
数
は
、
四
年
ぶ
り
に
減
少

し
た
の
で
す
が
、
依
然
と
し
て

一
万
一
千
人
を
突
破
し
て
お
り
、

ま
だ
ま
だ
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
皆
様
ご

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
下
の
厳
し
い

交
通
情
勢
に
あ
っ
て
、
本
年
も

佐
井
村
が
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
平
素

か
ら
き
め
緇
か
な
交
通
安
全
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
皆
様
方

の
ご
活
躍
に
頼
る
こ
と
が
大
き

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
安
全
で
住
み
良
い

村
づ
く
り
の
た
め
、
「
交
通
安

全
は
家
庭
か
ら
」
を
合
い
言
葉

に
、
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に

益
々
の
ご
尽
力
を
切
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
佐
井
村
交
通
安

全
母
の
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
並
び
に
村
民
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

交

通

安

全

母

親

全

国

大

会

ご
参

加
し

’にヽ

金

沢

弘

子

十
二
月
十
八
日
と
十
九
日
の

両
日
、
東
京
に
お
い
て
三
笠
宮

寛
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
を
お
迎

え
し
て
、
第
十
八
回
交
通
安
全

母
親
全
国
大
会

が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

初
日
、
半
蔵
門
会
館
で
行
わ

れ
た
母
親
研
究
集
会
で
は
、
星

忠
道
氏
の
「
い
ま
、
交
通
安
全

母
親
活
動
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
家
庭

と
の
結
び
つ
き
が
原
点
で
あ
り

家
庭
か
ら
始
ま
り
、
母
親
活
動

に

対

す

る

熱

意

の

焦

点

の

あ

て

か

た

、

住

民

の

方

々

と

交

通

安

全

の

意

識

、

知

識

、

技

術

な

ど

を

い

っ

し

ょ

に

考

え

実

行

し

、

ま

た

、

一

人

一

人

が

事

故

誘

発

者

に

な

ら

な

い

よ

う

注

意

す

る

こ

と

な

ど

が

話

さ

れ

ま

し

た

。

高

齢

者

部

会

で

は

、

い

ま

高

齢

化

社

会

を

迎

え

、

こ

れ

か

ら

の

交

通

社

会

に

お

け

る

お

年

寄

り

に

対

し

て

、

交

通

教

育

を

い

か

に

進

め

て

い

く

か

、

各

地

区

の

実

践

や

意

見

な

ど

、

活

発

に

討

論

し

ま

し

た

。

そ

の

中

で

、

夜

光

タ

ス

キ

を

使

用

さ

せ

る

に

は

ど

う

し

た

ら

よ

い

か

？
・
…
・

…
各

会

合

に

出

か

け

、

映

画

を

上

映

し

、

一

本

三

〇

九

円

の

夕

ス
キ
を
買
っ
て
も
ら
い
、
タ
ス

キ
に
は
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
血
液
型
を
記
入
し
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守

る
こ
と
を
指

導
す

る
。
・
せ
っ
か
く
買
っ
て

い
た
だ
い
て
も
使
用

さ
れ
ず
、

他
の
地
区
で
は
、
タ
ス
キ
を
切

っ
て
花
ブ
ロ
ー
チ
の
よ
う
に
作

り
、
バ
ッ
ク
や
服
な
ど
に
つ
け

さ
せ
る
工
夫
を
す
る
。
…
…

’」

ん
な
意
見

が
出

さ
れ
ま
し
た
。

昼
の
自
転
車
事
故
も
増
え
て

お
り
、
自
転
車
の
点
検
を
よ
く

す
る
。
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ら
直
し
て
お
く
。
「
も
っ
た

い

な

い
。
ま
だ
乗

れ
る
の
に
。」

と
い
っ
て
事
故
に
あ
っ
た
ら
／

自
分
の
命
の
方
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
七
十
歳
以
上
の
方
で

車
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
が
、

家
族
と
よ
く
話
し
合
っ
て
、
自

分
か
ら
免
許
を
警
察
へ
戻
し
た

と
い
う
話
し
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
は
あ
し
た
の
私
た
ち

な
の
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
知

り
、
ま
た
実
行
し
、
そ
し
て
い

た
わ
り
の
心
を
い
つ
ま
で
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幼
児
の

交

通
安

全
教

育

指
導
霊

ｙ
修
会
に
参
加
に
芒

副
会
長

斉

藤

ま

さ

子

十
一
月
二
十
八
日
、
青
森
市

の
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

で
、
県
内
各
地
域
か
ら
幼
稚
園

の
保
母
、
交
通
安
全
母
の
会
の

会

員
ら
が
参
加
し
て
、
「
幼
児

の
交
通
安
全
教
育
指
導
者
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
松
尾
県
交
通
安

全
対
策
室
長
が
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
青
森
市
立
新
城
中
央
小

学
校
の
西
田
校
長

が
「
交
通
安

全
教
育
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
学
校
と
家
庭
で
の

交
通
安
全
教
育
の
違
い
を
話
さ

れ
、
子
ど
も
の
事
故
は
飛
び
出

し
が
最
も
多

く
、
子
ど
も
に
は

車

が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
を

十
分
に
認
識
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

飛
び
出
し
防
止
の
ス
ト
ッ
プ
マ

ー
ク
が
つ
い
て
い
る
所
で
は
、

一
度
止
ま
っ
て
気
を
つ
け
て

い

る
の
で
、
大
変
良
い
こ
と
だ
と

も
話
し
て
い
ま
し
た
。
佐
井
村

で
も
つ
け
て
い
る
の
で
す
が
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

次
に
、
弘
前
市
交
通
安
全
教

育
指
導
員
に
よ

る
「
交
通
安
全

教
室
の
進
め
方
」
に
つ
い
て
の

実
技
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
は
、
計
画
的
に

継
続
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
、

手
作
り
の
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
。

「
飛
び
出
し
」
の
危
険
を
教
え

た
り
、
機
械
を
使
っ
て
信
号
機

の
見
方
、
横
断
の
仕
方
、
踏
切

の
渡
り
方
を
教
え
た
り
、
興
味

を
引

く
た
め
、
ぬ
い
ぐ
る
み
に

よ
る
対
話
方
式
で
幼
児
を
参
加

さ
せ
、
途
中
に
ゲ
ー
ム
を
取
り

入

れ
た
り
、
色
々
と
趣
向
を
こ

ら
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
と

に
か
く
幼
児
は
あ
き

や
す
く
、

集
中
力

が
な
い
の
で
、
最
初
の

五
分
間
か
勝
負
と
の
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
私
た
ち
母
親
が
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
、

幼
児
の
良
い
お
手
本
と
な
る
よ

う
自
覚
を
も
っ
て
、
恐
ろ
し
い

交
通
事
故
か
ら
幼
児
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
／
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。



身

体

障

害

者

及

び

精
神
薄
弱
者
に
対
す
る

タ

ク

シ
ー

運

賃

の

割

引

に

つ

い

て

平
成
三
年
十
二
月
二
十
一
日

か
ら
、
身
体
障
害
者
及
び
精
神

薄
弱
者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
運

賃
の
割
引
制
度
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
次
の
点
に
留
意
し
て
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
割
引
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
薄

弱
者
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
。

一
人
ま
た
は
介
護
人
と
乗
車

区

間

を

同

じ

く

し

た

場

合

で

も

割

引

と

な

り

ま

す

。

こ

の

と

き

に

は

「

手

帳

と

障

害

者

一

争

一

ａ

●

－

タ

ク

シ

ー

運

賃

割

引

申

込

書

」

の

両

方

を

必

ず

運

転

手

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
運
賃
割
引
申
込
書
は
、
役
場

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で

。
必
要

な
分
″
だ
け
交
付
し
ま
す
。

▼
運
賃
割
引
額

メ
ー
タ
ー
表
示
額
の
十
％

高
速
料
金
、
駐
車
料
金
は
割

「
引
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
注
意
事
項

運
賃
割
引
申
込
書
は
自
分
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
記
入

が
困
難
な
方
は
、
運
転
手
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。）

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

婦

人
就

業

援
助

セ
一一一「
タ

ー

仕
事
に
就
き
た

い
女
性
を
」

「
応
援
し
て
い
ま
す

▼
相
談
・
あ
っ
せ
ん

・
婦
人

の
就
業

（
再
就
職
）
に

つ
い
て
の
相
談
。

・
雇
用
・
パ
ー
ト
希
望
者
に
は

技
術
を
習
得
さ
せ
、
職
業
安
定

所
等
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

・
家
庭
内
で
働
き
た
い
人
に
は
、

内
職
の
実
技
を
習
得
さ
せ
、
希

望
す

る
事
業
所
及
び
内
職
グ
ル

ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
技
術
講
習

婦
人

の
就
業

（
再
就
職
）
に

は
、
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
技
術

や
知
識
を
身
に
つ
け
、
も
う
一

度
あ
な
た
の
能
力
を
生
か
し
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
科
目
〕

・
家
外
就
業
向
け
講
習

経
理
事
務
、
販
売
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、

家
事
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
。

・
家
内
就
業
向
け
講
習

編
物
、
剌
し
ゅ
う
、
和
裁
、

こ
ぎ
ん
等
。

▼
お
問
い
合
せ

・
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

・
む
つ
公
共
職
業
安
定
所
内

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

む
つ
駐
在
所

相
談
員

石
田
は
ま

昔
（
二
三

一
三
三
一

住

宅

金

融

公

庫

か

ら

お

し

ら

せ

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成

三
年
度
第
四
回
申
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
（
受
付
期
間

は
、
平
成
四
年
六
月
十
三
日
ま

言
公
庫
の
融
資
は
、
一
般
の
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
比
べ
、
返
済

二

月

は

「

赤

十

字

社

員

増

強

月

間

毎

す

日

本

赤
十

字

社

青

森

県

支

部

佐

井

村

分

区

長

石

澤

多

佳

樹

昨
年

も
、
国
の
内

外
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

特
に
国
内
に
お
い
て
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
雲
仙

普
賢
岳
の
火
山
災
害
は
、
今
な
お
、
不
気
味
な
活

動
を
見
せ
て
い

ま
す
。
国
際
社
会
に

お
い
て

も
、
地
域
間
の
紛
争
、
千
ば
つ
な
ど
で
罪

の
な
い
人
マ

ガ
飢
え
口
苦
し
み
、

一
日
に
何
万
人
も
の
人
万
万
死

ん
で
い

ま
す
。

こ

の
よ
う
な
憂
じ
き
に
、
少
し
で

も
役
に
立
と
う
と
、
人
道
愛
の

も
と
巳
【
】］
夜
活
動
し
て
い

る
の
が
、
日
本
赤
十
字
社
で
あ
り
ま
す
。

日
本

赤
十
字
社
青
森
県
支
部
で
は
、
毎
年
二
月
を
社

員
増
強
月

間
と
し
、
県
下

一
斉
に
社
員
を
一
人
で

も
増
や
そ
う
と

運
動
を
展

開
し
て
い

ま
す
。

普
通
社
員
五
〇
〇
円
、
銀
色
特
別
社
員

コ

○
○
○
円
、
金
色

特
別
社
員
二
、
〇
〇
〇
円
以
上
と
な
つ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
金

色
、
銀
色
を
取
得
さ
机
た
方
口
つ
い
て

も
、
寄
付
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
末
加
入
の
方
口
つ
い
て
は
、
赤
十
字
の
現
状
と
使

命
に
つ

い
て
理
解
い
た
だ
き
、
加
入
く
だ
さ

る
よ

う
畜
願
い
い
た

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
庭

ご
奉
仕
団
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
何
分
に
も

ご
協
力
の
程
、
重
抑
が
さ
ね
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

交
一
セ
災

豆

蒔

に
家
ｔ
一
言

つ

涵

入

と

こ

よ
う

＝

一

日

一

円

で

ご

家

族

の

安

心

を

＝

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
三
月
三
十

一
日
で
廿（
済
期
間
が

満
期
に
な
つ

ま
ず
。
た
だ
し
ま
新
規
加
入
の
申
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
つ
て
、
ぜ
ひ
加
入

さ
れ
る
よ
う
お



期
間
も
長
期
で
、
金
利
も
か
な

り
低
く
、
大
変
楽
な
返
済
計
画

を
立
て
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
借
入
申
込
み
は
、
お

近
く
の
金
融
機
関
で
で
き
ま
す

の
で
、
大
変
便
利
で
す
。

住
ま
い
の
新
築
、
購
入
、
増

改
築
な
ど
を
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
公
庫
融
資
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
金

融
公
庫

（
昔
○
二
二
上

三

七

―
九
三
一

匸

ま
た
は
お
近
く

の
金
融
機
関
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

パ
朶

‐

卜
申
塑

今

£

一
７‐
某

谷

－

旻

を
開
｝

青
森
県
で
は
、
県
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

手
続
き
に
関
す
る
問
い
合
せ
に

お
答
え
す

る
た
め
、
平
成
三
年

十
二
月
十
日
か
ら
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、

代
理
申
請
を
す
る
際
の
注
意
事

項
、
申
請
場
所
、
申
請
受
付
時

間
、
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で

の
所
要
日
数
、
そ
の
ほ
か
県
庁

以
外
の
窓
口
に
つ
い
て
の
案
内

な
ど
で
す
。

電
話
番
号
は
○
一
七
七
－

二

ニ
ー
○
一
〇
一
番
で
す
。
二
十

四
時
間
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

引

揚
者

の

み
な

さ
ん

へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
に

お
い
て
は
、
こ
の
た
び
、
先
の

大
戦
に
際
し
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
た
方
々
（
注
）

に
対
し
、
書
状
（
内
閣
総
理
大

臣
名
）
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基

づ
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
請
求
さ
れ
る
方
は
、

請
求
書
に
記
入
の
う
え
、
必
要

な
書
類
を
添
え
て
「
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直
接
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
類
は
同
基
金
の
他
、

役
場
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
請
求
書
類
の
受
付
は
、

平
成
三
年
九
月
二
日
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

（
注
）
こ
の
事
業
の
対
象
と
な

る
引
揚
者
と
は
「
引
揚
者
等
に

対
す
る
特
別
交
付
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
」
（
昭
和
四
十
二

年
法
律
第
一
一
四
号
）
に
よ
る

特
別
交
付
金
の
支
給
要
件
に
該

当
し
た
引
揚
者
を
い
い
ま
す
。

▼
請
求
書
類
の
送
付
先
及
び

問
い
合
せ
先

〒
一
コ
一

東
京
都
文
京
区
大

塚
五
上
ニ
ー
十
三

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（
総
理
府
所
管
）

業
務
第
二
課
引
揚
係

昔
○
三
三
元

四
五
）
四
七
〇
三

四
七
〇
七

戦

傷

病

者

等

の

妻

の

み

な

さ

ん

へ

次
に
該
当
す
る
戦
傷
病
者
等

の
妻
に
、
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

①
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以

降
に
戦
傷
病
者
等
と
婚
姻
し
た

妻
ま
た
は
同
日
以
降
に
事
後
重

症
に
よ
り
第
五
款
症
以
上
の
戦

傷
病
者
等
と
な
っ
た
も
の
の
妻

で
あ
っ
て
、
平
成
三
年
四
月
一

日
に
お
い
て
戦
傷
病
者
等
で
あ

る
夫
が
第
五
款
症
以
上
の
増
加

恩
給
等
を
受
け
て
い
た
方
。

（
額
面
十
五
万
円
〔
軽
症
者
半

額
〕
、
五
年
償
還
の
国
債
）

②
こ
れ
ま
で
の
一
定
の
特
別
給

付
受
給
権
を
取
得
し
た
妻
で
あ

っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一

日
か
ら
昭
和
六
十
一
年
九
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
戦
傷
病
者
等

で
あ
る
夫
が
戦
争
公
務
に
よ
る

傷
病
以
外
の
原
因
に
よ
り
死
亡

し
た
方
。
（
額
面
五
万
円
、
五

年
償
還
の
国
債
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住

民
福
祉
課
福
祉
係
（
霓
二
八
―

二
一
一

匸

ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

す
す
め
し
ま
す
。

加
入
の
方
法
は
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
交
通
災
害
共
済

の
加
入
票
口
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費
一
人
三
五
〇
円

を
添
え
て
、
二
月
二
十
九
日
ま
で
に
、
行
政
連
絡
員
及
び
地
区
総

代
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
学
童
団
体
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
等
で
取
り
ま
と
め
し
ま
す
。

会
費
は
一
人
三
〇
〇
円
）

な
お
二
二
月
一
日
以
降
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

庖
父
通
災
害
共
済
口
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、
役
場
総
務
課
総
務

匳
ま
で
。

登
（
三
八
）
二

二

一

○共済見舞金の額



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｏ ０１７７－２３－２３７９

所得税の

確定申告は

正しくぉ早めに

平
成
三
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日

百

）

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

期
限
の
三
月
十
六
日
（
月
）

ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
不

足
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
加
算

税

や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

出
足
良

い
ス
タ
ー
ト
で
、
申

告
・
納
税
ス
ッ
キ
リ
完
了
／

な
お
、
二
月
十
六
日
は
法
律

で
定
め
ら
れ
た
始
期
で
あ
り
、

納
税
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「にせ税理士」に
ご注意／

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務

代
理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税

務
相
談
は
、
税
理
士
の
資
格
の

な
い
人
が
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
が

申
告
書
の
作
成
な
ど
を
す
る
と
。

「
に
せ
税
理
士
」
と
し
て
、
法

律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、

依
頼
し
た
方
に
迷
惑
を
か
け
る

結
果
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

確
定
申
告
の
時
期
に
は
特
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

誕生月になったら
現況届を忘れずに

国
民
年
金
（
所
得
状
況
届
の

必
要
な
年
金
を
除
く
）
や
厚
生

年
金
な
ど
の
年
金
を
、
引
き
絞

い
て
一
年
以
上
受
給
し
て
い
る

方
は
、
現
況
届
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
引
き
続
い

て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る

か
、
確
認
す

る
た
め
に
届
け
出

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
か
ら
、

届
け
出
が
さ
れ
な
い
と
き
は
年

金
の
支
払
い
が
止
め
ら
れ
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
が
毎
年
一
回
、

誕
生
月
の
は
じ
め
ご
ろ
に
送
付

さ
れ
る
の
で
、
市
町
村
長
の
証

明
を
受
け
て
、
誕
生
月
の
末
日

ま
で
の
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
が
送

ら
れ
た
方
が
、
す
で
に
死
亡
し

て
い
る
と
き
は
、
遺
族
の
方
は

「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税金が

安くなります
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
、
国
民

年
金
基
金
は
、
確
定
申
告
の
と

き
に
申
告
す
れ
ば
、
「
社
会
保

険
控
除
」
と
し
て
平
成
三
年
の

所
得
額
か
ら
全
額
控
除
さ
れ
、

所
得
税
と
住
民
税
が
安
く
な
り

ま
す
。
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
控
除
さ
れ
る
の
は
、
平
成
三 （国民年金基金の保険料額は個人により異なります。）

土地や建物などを
売ったときは

土地や建物を売ったときの
利益には、譲渡所得として税

金がかかります。
所得税は、一年間のすべて

の所得を合計して税金を計算
することになっていますが、

土地や建物を売ったときの譲
渡所得の税金は、他の所得と

は別にして計算します。
詳しくは、お気軽に最寄り

の税務相談室や税務署にお尋

ねください。



年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間

に
納
付
し
た
、
平
成
三
年
中
の

保
険
料
、
過
去
の
免
除
期
間
の

追
納
保
険
料
及
び
納
め
忘

れ
て

い
た
期
間
の
未
納
保
険
料
で
す
。

ま
た
、
自
分
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
配
偶
者
や
家
族
の
分

の
保
険
料
も
控
除
さ
れ
ま
す
。

領
収
書
な
ど
で
金
額
を
確
認

し
て
、
忘
れ
ず
に
控
除
の
申
告

を
し
ま
し
ょ
う
。

種

別

変

更

届

を

忘

れ

ず

に

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、

職
業
や
保
険
料

の
納
め
方
の
違

い
に
よ
り
、
第

言
万
被
保
険
者
、

第
二
号
被
保
険
者
、
第
三
号
被

保
険
者
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
三
種
類
の
区
別
を
「
被

保
険
者
の
種
別
」
と
い
い
、
結

婚
、
就
職
、
転
職
、
離
職
な
ど

で
被
保
険
者
の
種
別
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
種

別
変
更
の
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
を
し
て
い
な
か
っ
た

り
、
遅
れ
た
り
す
る
と
、
次
の

よ
う
な
不
利
益
を
被
り
か
ね
ま

せ
ん
。

・
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
払
っ

て
い
る
の
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
督
促
を
受
け
る
こ
と

も
あ

る
。

・
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
両

方
の
保
険
料
を
払
っ
て
い
た
り

す
る
。

・
国
民
年
金
保
険
料
を
数
ヶ
月

分
ま
と
め
て
払
う
こ
と
に
な
る
。

・
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し

て
い
る
の
に
保
険
料
納
付
期
間

と
さ
れ
な
い
期
間
や
、
保
険
料

納
付
期
限
が
過

ぎ
て
し
ま
っ
て

未
納
期
間
が
発
生
す
る
と
、
満

額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

・
保
険
料
納
付
済
期
間
と
さ
れ

な
い
期
間
や
未
納
期
間
が
多
い

と
き
は
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
。

自
分
の
年
金
に
関
す
る
こ
と

で
す
か
ら
、
面
倒
が
ら
ず
キ
チ

ン
と
届
け
出
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
Ｏ

梅
見
は
俳
句
の
季
語
で
は
冬
で

し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
春
で
し
ょ

う
か
。
歳
時
記
を
見
る
と
、
梅
見

は
春
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
冬
の
部

に
も
梅
が
あ
り
ま
し
た
。
探
梅
、

探
梅
行
、
尋
梅
な
ど
と
あ
り
ま
す
。

探
梅
と
は
、
山
を
歩
い
て
早
咲

き
の
梅
を
い
ち
早
く
見
つ
け

る
こ
と
で
、
用
意
さ
れ
た
梅

を
見
る
梅
見
や
観
梅
と
は
違

う
の
で
す
。
何
と
も
風
流
な

話
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
梅
を
見
る
の

は
梅
見
、
単
に
花
見
と
い
う

と
桜
を
見
る
こ
と
で
す
。
で

も
昔
、
花
と
い
え
ば
梅
の
こ
と
だ

っ
た
時
代
が
あ
る
よ
う
で
す
。

日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
歌
集

『
万
葉
集
』
（
七
五
九
年
ま
で
の
四

百
年
余
り
の
約
四
千
五
百
首
な
ど

を
収
録
）
に
は
、
梅
の
歌
は
百
余

首
、
桜
は
四
十
余
首
で
し
た
。
こ

れ
が
『
古
今
和
歌
集
』（
九
〇
五
年

に
勅
撰
）
で
は
、
桜
百
余
首
に
対

し
て
梅
二
十
首
弱
と
人
気
が
逆
転

し
ま
し
た
。

い
ま
は
観
梅
、
花
見
と
も
人
気

が
あ
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
や
団

体
な
ど
の
企
画
旅
行
に
は
、
桜
の

花
は
見
ご
ろ
が
短
い
の
で
、
梅
見

が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
狭
い
家
に
も
自
然
を
取

り
入
れ
よ
う
と
い
う
の
で
、
若
い

人
が
盆
栽
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
、

盆
梅
の
フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
る
と

か
。
ま
た
、
元
気
な
お
年
寄
り
が

多
く
な
り
、
梅
林
で
吟
行
す
る
姿

を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
趣

味
な
ど
を
楽
し
む
に
は
健
康

が
第

二

二
月
一
～
七
日
は
、

「
成
人
病
予
防
週
間
」
で
す
。

定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
習
慣
を
つ
け
、
常
に
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。



玉

ね

ぎ

の

皮

む

き

と

み

じ

ん

切

り

『
縦

の

細

か

い

切

れ

目

が

コ

ツ

』

料
理
人
泣
か
せ
の
野
菜
と
い

え
ば
王
ネ
ギ
。
刻
む
と
、
悲
し

く
も
な
い
の
に
涙

が
ポ
ロ
ポ
ロ

と
で
て
き
ま
す
。
涙
の
原
因
は
、

玉
ネ
ギ
の
細
胞
に
含
ま
れ
て
い

る
ス
ル
フ
ェ
ン
酸
・
Ｓ
－

オ
キ

サ
イ
ド
な
ど
の
硫
化
物
。
王
ネ

ギ
を
切
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
の

硫
化
物
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

目
の
粘
膜
を
刺
激
す
る
こ
と
か

ら
起
こ
り
ま
す
。

涙
が
出
る
の
を
防
ぐ
に
は
、

玉
ネ
ギ
を
水
の
中
で
む
き
、
水

気
の
あ
る
う
ち
に
手
早
く
切
る

の
が
効
果
的
で
す
。
こ
れ
は
、

硫
化
物
が
永
に
溶
け
や
す
い
と

い
う
性
質
を
利
用
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
硫
化
物
が
空
気
中

に
飛
び
散
り
、
目
の
粘
膜
を
刺

激
す

る
の
で
す
か
ら
、
換
気
を

よ
く
す
る
の
も
涙
が
出
る
の
を

防
ぐ
一
つ
の
方
法
で
す
。

し
か
し
、
ど
の
方
法
も
絶
対

的
な
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ

く
切

れ
る
包
丁

で
手
際
よ
く
切

る
よ
う
に
心
が
け
た
ほ
う
が
よ

い
よ
う
で
す
。
切

れ
な
い
包
丁

で
切
る
と
、
玉
ネ
ギ
の
細
胞
を

押
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
、
そ
れ

だ
け
硫
化
物
を
飛
び
散
ら
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。王
ネ

ギ
の
上
手
な
み
じ
ん
切

り
の
コ
ツ
は
、
根
元
を
残
す
こ

と
。
根
元
を
切
り
取
っ
て
し
ま

う
と

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
、
う

ま
く
み
じ
ん
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

醒

兀
を
残
し
て
縦
半
分
の
二
つ

割
り
に
し
て
横
に
寝
か
せ
ま
す
。

縦
に
細
か
く
切
れ
目
を
入
れ
、

次
に
左
右
か
ら
し
っ
か
り
押
さ

え
な
が
ら
ま
な
板
と
平
行
に
、

横
に
包
丁
を
入
れ
、
端
か
ら
緇

か
く
刻
み
ま
す
。
手
順
は
面
倒

そ
う
で
す
が
、
簡
単
に
き
れ
い

な
み
じ
ん
切
り
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
玉
ネ
ギ
も
オ
ニ

オ
ン
サ
ラ
ダ
な
ど
で
ス
ラ
イ
ス

し
て
使
う
と
き
は
、
縦
で
な
く

横
切
り
に
し
た
下
半
分
を
使
う

と
お
い
し
く
で
き
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。

上
半
分
も
下
半
分
も
同
じ
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
玉
ネ
ギ
は

下
の
部
分
ほ
ど
繊
維
が
緇
か
く

て
柔
ら
か
く
、
ま
た
色
も
白
い

の
で
、
お
い
し
く
、
見
た
目
も

き
れ
い
に
で
き
ま
す
。
残
っ
た

上
半
分
は
、
み
じ
ん
に
刻
ん
で

使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

巳月

省エネルギー月間

足元を暖める工夫か大切です

（財）東北電気保安協会

満１歳になります

竹 内 彩ちゃん

（英輝・綾子）
牛 滝

一戸籍の窓口
１月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

奥 本 佶（洋典）古佐井

野 村 功 児（正規）牛 滝

加 藤 昭 寿（：廴昭）原 田

石川原 義 幸（義一）矢 越

○ ご 結 婚 お め で と う

｜ 久 怛 泰 宏（江別市）

金 丸 めぐみ（：大二佐井）

（順太郎 長女）
｜ 坂 井 和 幸（古佐井）

松 藤 直 美（札幌市）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

奥 本 ソ ワ（英太郎）大佐井

個人のプライバシーを尊重する意
味で、載せてほしくない人は、届出

の際に係まで申し出てください。

１２月３１日現在人口（前月比）

男 １，８２７（＋６）

女 １，８７８（＋６）

計 ３，７０５（＋１２）

世帯数 １，１２１（＋２）
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